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認知症Ⅰ

認
知
症
に
対
す
る
社
会
の
取
り
組
み

地域包括
ケアシステム

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

認知症の人

老人クラブ・自治会・
ボランティア・NPO  等

認知症施策推進総合戦略
（新オレンジプラン）

～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～

①
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

　

普
及
・
啓
発
の
推
進

②
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た

　

適
時
・
適
切
な
医
療
・
介
護
等
の
提
供

③
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化

④
認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援

⑤
認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い

　

地
域
づ
く
り
の
推
進

⑥
認
知
症
の
予
防
法
、診
断
法
、治
療
法
、

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、

　

介
護
モ
デ
ル
等
の
研
究
開
発
及
び

　

そ
の
成
果
の
普
及
の
推
進

⑦
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視

岡
谷
市
民
病
院　
病
院
長　
天
野
直
二

認知症Ⅱ

認
知
症
に
は
ど
の
よ
う
な
病
気
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

岡
谷
市
民
病
院
神
経
内
科　
立
花
直
子

　
高
齢
者
は
多
く
の
病
気
を
抱
え
る

よ
う
に
な
り
、
家
庭
や
社
会
に
お
い

て
新
し
い
課
題
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
認
知
症
で
は
身
体
疾
患

や
精
神
症
状
の
適
切
な
診
断
と
実
り

あ
る
治
療
が
必
要
で
あ
り
、
生
活
す

る
場
の
確
保
と
い
う
視
点
も
看
過
で

き
ま
せ
ん
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
2
0
2
5
年
を
目
途
に
、

ど
の
よ
う
な
障
害
を
得
て
も
、
自
分

ら
し
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

国
挙
げ
て
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
編
成
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
認

知
症
患
者
さ
ん
及
び
そ
の
家
族
を
訪

問
し
、
必
要
な
医
療
や
介
護
の
導
入
・

調
整
や
、
家
族
支
援
な
ど
の
初
期
の

支
援
を
行
い
、
自
立
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
チ
ー
ム
で
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
医
療
と
介

護
に
と
っ
て
は
地
域
で
の
包
括
的
な

連
携
が
逼
迫
し
て
い
ま
す
。
市
民
病

院
は
岡
谷
市
の
医
療
や
介
護
の
中
心

と
し
て
積
極
的
に
責
務
を
果
た
さ
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

１ 

認
知
症

　
認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
正
常
に

発
達
し
た
知
的
機
能
が
持
続
的
に
低

下
し
、
複
数
の
認
知
障
害
が
あ
る
た

め
に
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
認

知
障
害
の
中
で
も
記
憶
症
状
は
中
心

と
な
る
症
状
で
、
早
期
に
出
現
し
や

す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
記

憶
障
害
以
外
に
も
、
あ
た
か
も
本
当

に
お
こ
っ
た
事
の
よ
う
な
幻
覚
を
み

る
、
同
じ
事
を
同
じ
時
間
に
繰
り
返

す
、も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
る
、

う
ま
く
歩
け
な
く
な
る
、
尿
を
漏
ら

し
て
し
ま
う
な
ど
の
症
状
か
ら
始
ま

る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

認
知
症
と
鑑
別
が
必
要
な
状
態
に
は
、

加
齢
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下(

い

わ
ゆ
る
生
理
的
な
物
忘
れ
）、
意
識
障

害 

や
せ
ん
妄
、
う
つ
状
態
に
よ
る
仮

性
認
知
症 

、
精
神
発
達
遅
滞 

な
ど

が
あ
り
ま
す
。
特
に
ご
高
齢
の
方
に

み
ら
れ
や
す
い
生
理
的
な
物
忘
れ
で

す
が
、
年
齢
を
重
ね
る
と
ど
な
た
に

も
多
少
は
起
こ
る
こ
と
で
病
的
な
状

態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
物

忘
れ
は
体
験
全
体
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
う
の
に
対
し
、
加
齢
に
よ
る
物
忘

れ
は
体
験
の
一
部
、
た
と
え
ば
人
の

名
前
や
物
を
置
い
た
場
所
な
ど
が
思

い
出
せ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
簡
単
な
ヒ
ン
ト
で
思
い
出
せ
る

場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
認
知
症
の
中
核
と
な
る

症
状
に
は
、記
憶
障
害
・
見
当
識
障
害
・

判
断
力
低
下
・
失
行
が
あ
り
、
周
辺

症
状
と
し
て
不
安
や
抑
う
つ
・
徘
徊
・

妄
想
・
せ
ん
妄
・
不
眠
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
認
知
症
の
治
療
は
こ
れ

ら
の
中
核
症
状
や
周
辺
症
状
の
改
善

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

特集

７つの柱
の概要

通院・入院
医　療

生活支援・介護・予防生活支援・介護・予防
住まい

通所・入所
介　護
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認
知
症
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る

病
態
の
中
に
は
、
適
切
な
治
療
で
症

状
が
消
失
す
る
物
が
あ
り
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
治
る
認
知
症
」
で
す
。
認

知
症
の
診
断
時
に
は
こ
れ
ら
を
治
療

し
改
善
し
う
る
認
知
症
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
転
倒
し
頭
を
打
っ
た
後
、
数
週
間

で
お
き
る
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
髄
液

の
循
環
障
害
で
起
き
る
正
常
圧
水
頭

症
、
内
分
泌
障
害
の
甲
状
腺
機
能
低

下
症
や
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
・
Ｂ12

欠
乏
症
な
ど
で
も
お
こ
り
ま
す
。
慢

性
硬
膜
下
血
腫
は
血
腫
除
去
術
を
行

う
こ
と
で
、
正
常
圧
水
頭
症
で
は
循

環
の
悪
く
な
っ
た
髄
液
を
腹
腔
内
に

バ
イ
パ
ス
し
流
す
こ
と
で
症
状
の
改

善
が
期
待
で
き
ま
す
。
内
分
泌
障
害

に
は
適
切
な
内
服
治
療
を
行
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
は
、
普
通
の
食
事

を
と
っ
て
い
て
も
胃
や
腸
の
手
術
後

な
ど
に
起
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。
食
事

を
と
ら
ず
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
飲
す

る
方
は
一
般
的
に
栄
養
障
害
に
な
り

や
す
く
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
影

響
が
加
わ
っ
て
脳
の
萎
縮
が
進
行
し

ま
す
。

認知症と加齢に伴う生理的な物忘れの違い

認知症によるもの忘れ 加齢によるもの忘れ

体験全体が抜け落ちる
（例：昨日の夕飯は食べていない）

体験の一部分が思い出せない
（例：人の名前・物を置いた場所など）

２ 

四
大
認
知
症

　
四
大
認
知
症
と
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
、
脳
血
管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知

症
を
指
し
ま
す
。
そ
の
中
で
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
は
約
半
数
、
脳
血
管
性

認
知
症
と
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
が

20
％
ず
つ
を
占
め
ま
す
。
高
齢
化
が

進
ん
だ
結
果
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

脳
血
管
性
認
知
症
の
合
併
例
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
物
忘
れ
を

主
症
状
と
し
た
病
気
で
す
。
当
初
は

財
布
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
の

大
切
な
物
を
置
き
忘
れ
る
な
ど
の
症

状
が
主
体
で
す
が
、
進
行
し
て
く
る

と
家
族
の
顔
も
見
分
け
ら
れ
な
く
な

り
、約
10
年
で
寝
た
き
り
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
脳
に
は
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
タ
ン
パ
ク
や
タ
ウ
タ
ン
パ
ク
と

い
う
特
殊
な
タ
ン
パ
ク
質
が
た
ま
り

神
経
細
胞
が
傷
害
さ
れ
る
こ
と
が

解
っ
て
い
ま
す
。
脳
全
体
が
や
せ
て

い
き
ま
す
が
、
海
馬
と
い
う
記
憶
を

司
る
部
位
の
萎
縮
が
特
徴
で
す
。
治

療
薬
と
し
て
は
内
服
薬
や
貼
付
剤
が

4
種
類
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
脳
血
管
性
認
知
症
は

脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血

な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
脳
の
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
い
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
物
忘
れ
は
ま
だ
ら
認

知
症
と
い
わ
れ
、
無
気
力
で
何
も
出

来
な
い
か
と
思
う
と
次
の
時
に
は
き

ち
ん
と
出
来
る
な
ど
、
症
状
が
日
に

よ
っ
て
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治

療
は
脳
血
管
障
害
の
治
療
や
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の
治
療
が
主
体

に
な
り
ま
す
。

　
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
で
は
脳
の

神
経
細
胞
に
レ
ビ
ー
小
体
と
い
う
特

殊
な
タ
ン
パ
ク
が
出
現
し
ま
す
。
初

期
か
ら
物
忘
れ
よ
り
幻
視
や
幻
覚
が

目
立
っ
た
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状

か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一

日
の
う
ち
で
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
時

と
し
っ
か
り
し
て
い
る
時
と
が
出
現

し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
だ
ん

だ
ん
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。
塩
酸
ド

ネ
ペ
ジ
ル
と
い
う
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
と
同
じ
薬
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
前
頭
側
頭
型
認
知
症
は
前
頭
葉
や

側
頭
葉
が
萎
縮
す
る
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
物
忘
れ
は
ひ
ど
く

な
い
の
で
す
が
常
識
外
れ
な
行
動
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
行
動
を
繰
り
返
す
、
な
か
な
か

言
葉
が
出
ず
オ
ウ
ム
返
し
を
繰
り
返

す
、
中
に
は
社
会
の
ル
ー
ル
を
無
視

し
た
行
動
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
有
効

な
治
療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

３ 

治
療
に
よ
り

　

改
善
す
る
認
知
症

　
認
知
症
は
こ
れ
か
ら
も
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

約
10
年
後
の
2
0
2
5
年
に
は
700
万
人
を
突
破
、
65
歳

以
上
の
5
人
に
1
人
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
と
い
う

試
算
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
が

多
く
、
療
養
中
に
け
が
や
骨
折
な
ど
の
不
慮
の
事
故
を

防
ぎ
、
最
後
の
日
ま
で
す
こ
や
か
に
穏
や
か
に
生
活
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
お
り
社
会
全
体
で
認
知
症
の

方
を
支
え
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

治
療
し
改
善
し
う
る
認
知
症
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
も
非

常
に
大
切
で
す
。

　
岡
谷
市
民
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
認
知
症
の
診
断
治
療

や
サ
ポ
ー
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

　

日常生活に支障あり
体験全体を忘れる

新しい出来事を記憶できない
ヒントを与えられても思い出せない
時間や場所の見当がつかない
もの忘れに対して自覚がない

日常生活に支障はない
体験の一部分を忘れる

ヒントを与えられると思い出せる
時間や場所などの見当がつく
もの忘れに対して自覚がある

記憶の帯 記憶の帯
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どうぞ
よろしく!!

新任医師を紹介します

○
先
生
の
専
門
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

口
腔
外
科
で
す
。
腫
瘍
や
顎
骨
骨
折
、
親
知
ら
ず
の
抜
歯
の

手
術
な
ど
を
中
心
に
行
う
口
の
中
の
外
科
的
処
置
に
特
化
し

た
分
野
で
す
。

○
岡
谷
病
院
に
来
ら
れ
て
感
じ
た
こ
と
は
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
て
活
気
が
あ
り
良
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　
○
趣
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

自
転
車
、
ス
キ
ー
、
音
楽
鑑
賞
、

　

鉄
道
模
型 

な
ど

○
市
民
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
口
腔
機
能
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

歯科 口腔外科

林　清永
はやし　  きよのり

医師

○
先
生
の
専
門
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

小
児
血
液
腫
瘍
。

○
岡
谷
病
院
に
来
ら
れ
て
感
じ
た
こ
と
は
。

　

小
児
科
に
限
ら
ず
、
他
科
の
先
生
方
が

　

と
て
も
優
し
く
医
局
の
雰
囲
気
が
良
い
。

○
医
師
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
。

　
子
供
の
頃
に
闘
病
記
を
読
ん
で
、「
小
児
が
ん
を
治
し
た
い
」

と
思
っ
た
こ
と
。

　
○
趣
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

釣
り

○
市
民
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岡
谷
市
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

小児科

渡邉　達夫
わたなべ　　たつお

医師

Fre sh

新しく岡谷市民病院に勤務している、
フレッシュなドクターを紹介します。
皆様の温かいご支援をお願いします。

11月
より

10月
より

※

4
月
よ
り
他
院
へ
異
動
と
な
り
ま
す
。
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入口に置いてある
番号札をとって
お待ちください。

病院正面右側の専用階段で直接
お越しいただくこともできます。
入口の開錠…午前7時

健診センターの開錠…午前7時20分

ご注意：土・日・祝日、夜間(午後6時～午前7時)、
冬季（路面凍結による危険防止）は閉鎖いたします。

院内エントランスからは、
左手の階段または
外来エレベーターで
2 階へお越しください。

 

ATM

健診センターを紹介します
健診センターでは、院内で行う健康診断や人間ドックと、
検診車で事業所様に伺う巡回健診を行っております。

健診基本検査項目 実施日…月～金曜日（祝日除く）

巡回健診 (バス健診 )について ストレスチェックについて

糖負荷試験
大腸カメラ
胸部ＣＴ
頚部超音波
ＡＢＩ
毛髪ミネラル
甲状腺ﾎﾙﾓﾝ
骨密度
ビタミンＤ

アンチ
エイジング

○
○
○
○
○
○

○
○

通常

○

○

○

大腸
内視鏡

○
○

コース
項目

A健診

○
○

○

○

○

○

B健診

○
○

○

○
○

○

○
○

（一般健診 )
生活習慣病予防検診

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

日帰り
ドック
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

コース
項目

＊日帰りドックにプラスして下記の
　項目を付けた 3コースがあります。

実施日…火～水曜日
2日ドックについて

　当センターのスタッフとともに、デジタルX線
装置搭載の検診車が、皆様
の事業所まで直接伺い、
現在長野県内のほぼ全域
で、健康診断を行って
おります。 

　平成27年12月に労働安全衛生法が改正され、
労働者が 50名以上の事業所では、全員を対象
としたストレスチェック検査を 1年
1回行うことが義務化されました。
　当センターでも職業性ストレス
チェックを行っております。

問い合わせ ☎0266-23-8050（健診センター直通）　FAX 0266-22-2195 

部署
紹介

こ
ん
な
に
で
き
る
ん
だ
ね

中央
エレベーター

中央
エレベーター

おくすり
計算

外来エレベーター

外来
エレベーター

レストラン
公衆電話

ファミリーマート

A
精神科

外来

内科
総合診療科

正面玄関 健診センター入口

地域医療連携室
在宅ケアセンター
診療サポート室
医療福祉相談室

吹抜

健診センター

化学療法

小児科

外来

皮膚科
耳鼻いんこう科

C

注

注

注

進学・就職に伴う健診は、基本検査項目と異なるため、必ずお問い合わせください。
……コースにより内容が異なります

予約制となっております
注

注

診　察
身体計測
体脂肪
視力　
眼底・眼圧
聴力　
心電図

胸部レントゲン
胃カメラ・バリウム

便潜血
腹部超音波
血液検査　
尿検査　

1階入口案内図 ２階健診センター入口案内図

院外処方箋
FAX

総合相談総合相談

文書
受付

初診
受付

地域連携
会計

再来受付機 自動精算機
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工事中は
ご迷惑をおかけしますが
ご協力お願いします

新
病
院
駐
車
場
整
備
工
事

工
事
の
た
め
仮
設
駐
車
場
配
置
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
か
ら
旧
岡
谷
病
院
の
解
体
工
事
、
駐
車
場
整
備
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
３
月
か
ら
は
新
病
院
の
正
面
に
位
置
し
ま
す
、
旧
手
術
棟
部
分

の
解
体
・
整
備
工
事
を
始
め
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
病
院
正
面
の
仮
設
駐
車
場
が
工
事
現
場
と
な
り
、
駐
車

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
新
た
に
、
市
役
所
側
に
35
台
の
仮
設
駐
車
場
を
整

備
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
か
ら
の
駐
車
場
の
配
置
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。
仮
設
駐
車
場
は
砂

利
敷
で
す
の
で
ご
不
自
由
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
中
旬
に
は
、
仮
設
駐
車
場
を
西
側
に
拡
大
し
ま
す
。

　
８
月
頃
に
は
、
65
台
の
正
面
駐
車
場
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
す
べ
て
の

駐
車
場
・
外
構
が
整
備
で
き
る
の
は
年
末
と
な
り
ま
す
。

8月頃完成予定

駐車場完成予想図　平成28年12月完成予定

岡谷市民病院

看護師宿舎

関
玄
面
正

工事現場

共栄工業

市役所

県道下
諏訪辰

野線

図書館

旧北病棟

旧南病棟

旧外来病棟

棟
術
手
旧

立
体
駐
車
場

（
２
階
医
師
専
用
）

通
り
抜
け
不
可

図
書
館
駐
車
場

工事のため
駐車できません

時間外・救急入口

セブンイレブン

4月中旬
西側へ拡大

仮設駐車場増設

6おーえん



（人数制限あり）

初診受付診療科 月曜日 火曜日 水曜日 金曜日 土曜日

初診
（信州大学）

（信州大学）
（信州大学）

（信州大学）

高橋　秀和

交替制北口　良晃

再診

再診

堀田　順一 平山　二郎 平山　二郎 堀田　順一 平山　二郎
（初診）

丸野　崇志
丸野　崇志

丸野　崇志 丸野　崇志

丸野　崇志

堀田　順一 北口　良晃
（初診）

堀田　順一 堀田　順一

再診 小山　 潤
翠川　 隆 清水　邦彦 山崎 佐枝子

（信州大学）

（人数制限あり）

（信州大学）

（信州大学）
翠川　 隆

（信州大学）

千田　啓介

翠川 　隆

持留　智昭

翠川　 隆

再診 川嶋　 彰 梅垣　光代 永野　 聡 梅垣　光代 永野　 聡

永野　 聡 梅垣　光代 川嶋　 彰 梅垣　光代 川嶋　 彰

初診･再診

初診･再診

初診･再診

初診･再診

初診･再診

初診･再診

初診･再診
（午後予約）

11時まで

11時まで

11時まで

11時まで

11時まで

11時まで

立花　直子 立花　直子

平松　邦英山下　 浩 山下　 浩 平松　邦英

平松　邦英
永井　稔 永井　 稔上原 由美子

山下　 浩

上原 由美子

上原 由美子信大医師

糖尿病
内分泌
代謝内科

予約制14時～15時

10時30分まで

10時30分まで

11時00分まで
（土）は10時まで

11時まで
（月）は10時まで

（土）は10時30分まで

上原 由美子

外　科
再診

初診･再診

再診

再診
再診

初診

荒居　琢磨

荒居　琢磨

荒居　琢磨
澤野　紳二 澤野　紳二

澤野　紳二

飯沼　伸佳

飯沼　伸佳

三輪　史郎

澤野　紳二
交替制

交替制

今井　寿生

リウマチ科 春日　和夫

小児科
渡邉　達夫 渡邉　達夫信大医師

（診療９時から）

慢性外来 アレルギー喘息 予防接種

産婦人科 竹内 はるか白川　貴士 深井　宣子

皮膚科 三宅　知美

塩原　順子
塩原　順子

塩原　順子
塩原　順子

塩原　順子 塩原　順子

塩原　順子

塩原　順子 塩原　順子
（受付9時30分まで）

泌尿器科 会田　靖夫 会田　靖夫 会田　靖夫
検　査

手　術
吉村　 明 吉村　 明

耳鼻いんこう科 梅垣　油里
梅垣　油里

梅垣　油里 梅垣　油里 梅垣　油里
梅垣　油里

（午後手術のため
人数制限あり）

高橋　 博高橋　 博 高橋　 博

精神科

児童思春期外来

10時まで 杉山　暢宏

心療内科
※心療内科、児童思春期外来の診療は隔週です。

11時まで

予約制

飯田　俊穂
飯田　俊穂

今井　寿生 今井　寿生 今井　寿生 今井　寿生 今井　寿生

木曜日

11時まで

11時まで

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午前

午前

午前

午後

午前

午後

午前
午後

午後

午前

午前
午前

午前

午後

午後

小口　 淳

小口　 淳

鈴木　智大

千田　啓介

軽辺　健一
軽辺　健一

軽辺　健一
千田　啓介
軽辺　健一

（信州大学）

林　 良一 林　 良一 江澤　直樹

立花　直子 立花　直子林　 良一 林　 良一 林　 良一
江澤　直樹

高木　峰生 高木　峰生

眼　　科

予約制

人間ドック（日帰り）

1
　
　
階
　
　

A
ブ
ロ
ッ
ク

B
ブ
ロ
ッ
ク

C
ブ
ロ
ッ
ク

D
ブ
ロ
ッ
ク

E

2
　
　
階
　
　

澤野　紳二

澤野　紳二
金子　和彦

辛　 太廣

辛　 太廣

シン  　  　タヒロ オグチ  　  アツシ

マルノ　      タカシ

ホッタ　　ジュンイチ

コヤマ　　ジュン

エザワ　  　ナオキ

御子柴　育朋

（信州大学）

ミコシバ　　　ヤストモ

ミヤケ　　　トモミ 白井　拓史
（信州大学）

シライ　　　タクシ

カルベ　  　ケンイチ

カワシマ　　アキラ

ナガノ  　  サトシ

永井 　稔
ナガイ　　  ミノル

タチバナ　   ナオコ ハヤシ　 リョウイチ

ウエハラ　 ユミコ

イイヌマ  　 ノブヨシ

ウメガキ　　ミツヨ

平松　邦英
ヒラマツ　  クニヒデ

スズキ　　  トモヒロ

ヒラヤマ　     ジロウ

タカハシ　  ヒデカズ

西江　健一
ニシエ 　　 ケンイチ

モチドメ      トモアキ

センダ ケイスケ

キタグチ      ヨシアキ

ヤマサキ　　サエコ

アライ　　   タクマ

サワノ　　　シンジ

タカギ　　　ミネオ ワタナベ　　 タツオ

深井　宣子
フカイ　  　ノリコ タケウチ

シオハラ　　ジュンコ

アイダ　　　ヤスオ

ウメガキ   　　ユリ

イイダ　　　トシホ

イマイ　　　トシオ

ヤマシタ　　　コウ

木村　和広
キムラ       カズヒロ

花田　 道枝
ハナダ　　　　ミチエ

スギヤマ　　ノブヒロ

天野　直二
アマノ　　ナオジ

シミズ　　クニヒコミドリカワ　 タカシ

吉村 　明
ヨシムラ　　 アキラ

(第1・3・5)

(第2・4）

初診･再診
再診

予防接種
慢性疾患

予防接種
慢性疾患

高橋　 博
（第3土曜日のみ）

午前
午後

午前
午後

秋田　眞吾
荒居　琢磨

アキタ　　　シンゴ

秋田　眞吾
三輪　史郎
ミワ　　　シロウ

コバヤシ　　シンスケ

タシロ　　アツヒロ

白川　貴士
シラカワ　　 タカシ

高橋　 博
タカハシ　　ヒロシ

林　 清永 林　 清永 林　 清永 林　 清永 林　 清永

林　 清永 林　 清永 林　 清永 林　 清永 林　 清永

ハヤシ　　キヨノリ

今井　寿生
イマイ　　　トシオ

カネコ　　　カズヒコ

中村　大輔
ナカムラ 　　ダイスケ

シニアこころ診療科 午前・午後予約制
予約制

小児外科 11時まで 百瀬　芳隆 百瀬　芳隆 百瀬　芳隆 百瀬　芳隆午前 モモセ 　　ヨシタカ初診･再診

予約制

10時30分まで整形外科
初診

再診

春日　和夫

田代　敦泰
田代　敦泰

春日　和夫
春日　和夫午前

カスガ　　 カズオ
小林　伸輔 小林　伸輔小林・田代

小松　雅俊
（信州大学）

コマツ　 　マサトシ

天正　恵治
（信州大学）

テンショウ　　ケイジ

予約制

予約制

心臓血管外科 午後 信大医師

循環器センター

消化器内科

午前

紹介制特殊歯科
口腔外科 午後

午前

初診･再診 百瀬　芳隆 百瀬　芳隆 百瀬　芳隆午前 百瀬　芳隆
モモセ　　 ヨシタカ

総合診療科

神経内科

糖尿病センター

禁煙外来

（内　科）

呼吸器センター

（外　科）

※休診日：第２・４土曜日、日曜・祝日、年末年始(12月29日～1月3日)
※診療日は変更になる場合がありますので、受診の際はお問い合わせください。
※特殊歯科口腔外科は、かかりつけ医の「紹介状」が必要です。

※「予約制」の診療科は、事前にお問い合わせください。  
　心臓血管外科、シニアこころの診療科…地域医療連携室まで
　児童思春期外来…心療内科外来まで　精神科…精神科まで
　人間ドック…健診センターまで

岡谷市民病院 外来診療案内岡谷市民病院 外来診療案内
2016.2.25 現在
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1 人分
エネルギー 577ｋcal
塩分 3.53g ダヨ！

今回は、鶏肉を使ったさわやかな味の料理を紹介します。
梅肉と青じその色が食欲をそそります。
鶏肉 1切れでも見た目にも満足感のあるお料理です。

ごはん
米 ７５ｇ（ご飯で150ｇ）

梅肉チキン
鶏皮付きもも肉…７０ｇ
塩 ……………０．３ｇ
こしょう ………０．０３ｇ
油 ………………１ｇ
練り梅 ……………６ｇ
すりごま …………１ｇ
みりん ……………２ｇ
しその葉 ………０．５ｇ

付けあわせ
ブロッコリー ……３０ｇ
塩 ……………０．１ｇ

マカロニサラダ
シェルマカロニ …１２ｇ
きゅうり …………２０ｇ
塩 ……………０．２ｇ
にんじん ………１５ｇ
たまねぎ …………５ｇ
ツナ缶 …………１０ｇ
マヨネーズ ……１１ｇ
塩 ……………０．３ｇ
酢 ……………０．５ｇ

切り干し大根の田舎煮
切り干し大根 ……６ｇ
にんじん ………１０ｇ
油揚げ …………６ｇ
油 ………………１ｇ
だし汁 …………適宜
砂糖 …………０．７ｇ
醤油 …………４．５ｇ
みりん …………０．７ｇ

味噌汁　
にら ……………１０ｇ
乾燥わかめ ……０．４ｇ
鰹だし ………１６０ｃｃ
味噌 ……………８ｇ

梅肉でさっぱりといただける鶏肉のレシピ

病院食の中から常食の献立を紹介します

美しい彩りで食欲増進

材料1人分

作り方

梅肉チキン
❶鶏肉は塩こしょうをして190℃のオーブンで
７分焼く
❷ 練り梅とみりんとすりごまを混ぜる
❸ ❶の焼けた肉に❷のソースをぬり更に190℃
で３分焼く
❹ 皿に盛りつけ、千切りにした青じそをのせる

付け合わせ
❶ ブロッコリーは小房にわけて食べやすい硬さ
に茹でて、塩をまぶす

マカロニサラダ
❶ マカロニは規定の時間で茹でる
❷ きゅうりは４つ割にして斜めに薄切りにして
塩もみをして水気を絞る
❸ 玉ねぎは縦横半分に切り薄くスライスして水
にさらして絞る
❹ 人参は食べやすい長さの千切りにして茹でる
❺ 材料を全て混ぜ合わせ味付けをする

切り干し大根の田舎煮
❶ 切り干し大根は塩水で洗い、硬めに茹でて
おく
❷人参は５センチ長さの拍子切り、油揚げは
1.5センチ長さの短冊切りにする
❸ 鍋に油を入れ切り干し大根と人参を入れて炒
める
❹ だし汁をひたひたに入れて調味料を入れて、
油揚げを入れて煮汁がなくなるように煮る

みそ汁
❶ にらは食べやすい長さに切る
❷ わかめは水で洗う
❸ 煮立った出し汁に、にらとわかめを入れて煮
えたら、味噌を溶き入れる
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